「断腸亭日乗」に見る「カフェ」「喫茶店」 by 大村 菜恵 & オオムラ ナエ
「
断
腸
亭
日
乗
」
に
見
る
「
カ
フ
ェ
」「
喫
茶
店
」
大
村
菜
恵
一
、
は
じ
め
に
荷
風
の
日
記
、「
断
腸
亭
日
乗
」
は
荷
風
の
生
前
に
公
刊
さ
れ
た
が
、
荷
風
に
よ
っ
て
内
容
、
字
句
を
削
除
ま
た
は
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
本
「
断
腸
亭
日
乗
」
の
内
容
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
岩
波
書
店
の
第
一
次
『
荷
風
全
集
』（
一
九
六
三
―
一
九
六
四
年
）
が
最
初
で
あ
る
。
「
断
腸
亭
日
乗
」
は
一
九
一
七
年
九
月
一
六
日
（
荷
風
三
九
歳
）
か
ら
、
死
去
の
前
日
で
あ
る
一
九
五
九
年
四
月
二
九
日
（
荷
風
八
一
歳
）
ま
で
の
日
記
で
あ
り
、
気
候
、
読
書
記
録
、
外
出
、
食
事
、
交
友
関
係
、
風
俗
、
物
価
な
ど
様
々
に
記
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
な
資
料
と
し
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
荷
風
の
外
出
や
交
友
関
係
、
街
の
風
俗
に
焦
点
を
当
て
「
日
乗
」
を
見
て
い
く
と
、
一
九
三
〇
―
一
九
四
〇
年
代
前
半
、
荷
風
が
頻
繁
に
銀
座
の
喫
茶
店
や
カ
フ
ェ
を
訪
れ
る
様
子
が
目
に
留
ま
る
。
中
で
も
荷
風
が
長
く
通
っ
た
喫
茶
店
が
「
き
ゅ
う
ぺ
る
」
で
あ
る
。
私
家
版
『
濹
東
綺
譚
』
の
校
正
を
担
当
し
た
広
瀬
千
香
の
著
書
『
私
の
荷
風
記
』（
日
本
古
書
通
信
社
、
一
九
八
九
年
）
で
喫
茶
店
き
ゅ
う
ぺ
る
は
「
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
い
静
か
な
茶
房
で
、
マ
ス
タ
ー
は
荷
風
の
理
解
者
な
の
で
、
気
が
お
け
な
い
為
か
、
最
も
永
つ
づ
き
し
た
店
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
荷
風
は
約
四
年
間
き
ゅ
う
ぺ
る
に
通
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、「
日
乗
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
荷
風
の
自
宅
か
ら
き
ゅ
う
ぺ
る
ま
で
の
経
路
を
再
現
し
た
う
え
で
、
荷
風
の
き
ゅ
う
ぺ
る
で
の
交
友
関
係
な
ど
を
見
て
い
く
。
ま
た
一
九
一
一
年
頃
、
日
本
の
本
格
的
な
カ
フ
ェ
の
隆
盛
期
に
は
荷
風
も
そ
れ
ら
の
店
に
通
っ
て
い
た
こ
と
が
周
辺
資
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
の
帰
朝
か
ら
お
よ
そ
三
年
後
、
本
格
的
な
カ
フ
ェ
が
で
き
て
か
ら
「
日
乗
」
の
記
録
が
始
ま
る
一
九
一
七
年
の
間
の
空
白
の
期
間
、
荷
風
が
ど
の
よ
う
に
カ
フ
ェ
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
。
二
、
関
東
大
震
災
以
前
の
カ
フ
ェ
と
荷
風
荷
風
は
一
九
〇
八
年
に
帰
国
し
、「
日
乗
」
の
記
録
を
始
め
て
い
る
。「
日
乗
」
に
初
め
て
銀
座
の
カ
フ
ェ
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
は
一
九
一
九
年
七
月
一
二
日
で
、「
夜
銀
座
通
草
市
に
て
花
月
楼
主
人
に
逢
ひ
ぷ
ら
ん
た
― 13 ―
ん
亭
に
小
酌
す
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
ぷ
ら
ん
た
ん
亭
」
と
は
一
九
一
一
年
、
日
吉
町
二
十
番
地
の
元
撞
球
場
日
吉
亭
跡
地
に
開
店
し
た
「
カ
フ
ェ
ー
プ
ラ
ン
タ
ン
」
を
指
し
て
お
り
、
日
本
で
初
め
て
「
カ
フ
ェ
ー
」
と
名
乗
っ
た
店
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
で
は
同
年
九
月
四
日
に
「
帰
途
松
山
画
伯
と
ぷ
ら
ん
た
ん
に
飲
む
。」
と
あ
る
。
こ
の
「
松
山
画
伯
」
と
は
西
洋
画
を
学
ん
で
い
た
松
山
省
三
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
平
岡
権
八
郎
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
の
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
芸
術
家
た
ち
が
集
え
る
場
所
を
作
り
た
い
と
プ
ラ
ン
タ
ン
を
作
っ
た
人
物
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
タ
ン
の
開
店
当
初
、
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
で
お
酒
と
コ
ー
ヒ
ー
を
同
時
に
提
供
す
る
店
は
当
時
の
日
本
に
は
な
く
、
料
理
も
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
西
洋
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
、
そ
れ
ま
で
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
や
資
（
１
）
生
堂
、
台
湾
喫
（
２
）
茶
店
な
ど
と
は
異
な
る
店
で
あ
っ
た
。
松
山
、
平
岡
は
パ
リ
留
学
の
経
験
を
持
つ
黒
田
清
輝
な
ど
か
ら
本
場
の
カ
フ
ェ
の
あ
り
か
た
や
、
そ
こ
で
の
芸
術
家
た
ち
の
様
子
を
聞
き
、
プ
ラ
ン
タ
ン
を
立
ち
上
げ
た
。
開
店
当
初
は
そ
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
会
費
五
十
銭
で
維
持
会
員
を
募
り
、
そ
の
会
員
に
は
荷
風
を
は
じ
め
と
し
て
黒
田
清
輝
、
森
鴎
外
、
岡
本
綺
堂
、
北
原
白
秋
、
市
川
左
團
次
ら
著
名
な
文
化
人
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
奥
山
儀
八
郎
『
珈
琲
遍
歴
』（
四
季
社
、
一
九
五
七
年
）
で
松
山
は
「
客
は
主
に
、
お
供
を
連
れ
て
く
る
上
流
の
人
々
で
（
中
略
）
当
時
の
お
客
さ
ん
は
、
珈
琲
だ
け
一
杯
飲
ん
で
帰
る
と
い
う
人
は
あ
ま
り
な
く
洋
菓
子
と
か
一
品
料
理
と
と
も
に
た
の
ん
だ
（
中
略
）
つ
ま
り
高
級
だ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
プ
ラ
ン
タ
ン
は
創
業
者
の
松
山
、
平
岡
が
目
指
し
た
カ
フ
ェ
の
よ
う
に
、
知
識
人
や
文
化
人
た
ち
の
サ
ロ
ン
的
な
空
間
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
プ
ラ
ン
タ
ン
の
常
連
の
一
人
で
あ
っ
た
吉
井
勇
は
自
身
の
随
筆
「
青
春
回
顧
」（『
吉
井
勇
全
集
』
第
七
巻
、
番
町
書
房
、
一
九
六
四
年
）
で
「
客
は
多
く
文
士
、
画
家
、
俳
優
、
そ
の
他
新
聞
雑
誌
関
係
の
人
か
、
或
ひ
は
さ
う
云
つ
た
方
面
に
趣
味
を
持
つ
た
人
達
ば
か
り
で
、（
中
略
）
夜
更
け
て
か
ら
芸
者
連
れ
で
来
る
や
う
な
客
も
少
く
は
な
か
つ
た
。」
と
プ
ラ
ン
タ
ン
の
客
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
タ
ン
が
開
店
し
た
五
カ
月
後
、
銀
座
四
丁
目
に
築
地
精
養
軒
が
経
営
す
る
「
カ
フ
ェ
ー
ラ
イ
オ
ン
」、
同
年
一
二
月
に
は
銀
座
七
丁
目
に
「
カ
フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
」
が
開
店
し
た
。
パ
ウ
リ
ス
タ
は
プ
ラ
ン
タ
ン
の
よ
う
に
文
化
活
動
の
一
拠
点
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。文
学
者
で
は
水
上
滝
太
郎
、
菊
池
寛
、
久
米
正
雄
、
徳
田
秋
声
、
正
宗
白
鳥
、
芥
川
龍
之
介
、
佐
藤
春
夫
ら
が
常
連
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
（
３
）
い
る
。
パ
ウ
リ
ス
タ
を
愛
好
し
た
の
は
文
士
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
学
生
た
ち
も
同
様
で
あ
っ
た
。
慶
応
義
塾
に
学
ん
だ
久
保
田
万
太
郎
は
学
生
時
代
を
回
想
し
た
随
筆
の
中
で
、
パ
ウ
リ
ス
タ
を
「
生
（
４
）
野
暮
」「
堅
気
々
々
し
（
５
）
た
店
」
と
表
現
し
、
多
く
の
文
化
人
の
集
う
プ
ラ
ン
タ
ン
に
比
べ
、
学
生
で
も
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
雰
囲
気
が
あ
っ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
当
時
、
パ
ウ
リ
ス
タ
で
提
供
さ
れ
て
い
た
コ
ー
ヒ
ー
は
一
杯
五
銭
、
ド
ー
ナ
ツ
も
五
銭
で
あ
り
「
東
京
で
安
い
も
の
、
時
事
新
報
の
月
給
、
信
盛
堂
の
帽
子
、
パ
ウ
リ
ス
タ
の
コ
ー
（
６
）
ヒ
ー
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
と
当
時
と
し
て
は
安
価
で
あ
っ
た
。
慶
応
義
塾
大
学
の
学
生
時
代
パ
ウ
リ
ス
タ
に
通
っ
た
小
島
政
二
郎
は
「
青
春
」（『
甘
肌
』
新
潮
社
、
一
九
五
四
年
）
に
お
い
て
「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
で
、
一
時
間
い
て
も
、
二
時
間
い
て
も
、
厭
な
顔
を
さ
れ
な
か
つ
た
。」
と
述
べ
て
お
り
、
友
人
と
何
時
間
も
議
論
を
し
た
り
、
作
家
や
記
者
の
会
話
に
聞
き
耳
を
立
て
た
り
す
る
の
に
格
好
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。ま
た
久
保
田
は
前
述
の
随
筆
で
「
銀
座
へ
の
早
稲
田
か
ら
の
距
離
、
三
田
か
ら
の
距
離
は
、
後
代
の
文
芸
史
家
に
よ
っ
て
、
一
応
注
意
せ
ら
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
自
分
自
身
や
水
上
滝
太
郎
、
小
島
政
二
郎
、
宇
野
浩
二
な
― 14 ―
ど
の
文
学
者
で
学
生
時
代
に
パ
ウ
リ
ス
タ
に
通
っ
た
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
は
文
学
青
年
た
ち
に
と
っ
て
刺
激
の
多
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
現
在
で
も
パ
ウ
リ
ス
タ
は
三
田
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
約
三
・
二
キ
ロ
の
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
当
時
の
学
生
た
ち
は
三
田
通
り
か
ら
増
上
寺
の
あ
る
芝
公
園
、
芝
大
神
宮
周
辺
の
路
地
を
通
り
抜
け
、
現
在
の
国
道
十
五
号
線
へ
と
出
て
銀
座
ま
で
歩
い
た
。
実
際
に
こ
の
道
の
り
を
歩
い
て
み
る
と
時
間
に
し
て
約
四
〇
分
、
一
人
で
歩
く
に
は
長
く
感
じ
ら
れ
る
道
の
り
で
あ
る
が
、
友
人
と
連
れ
立
っ
て
歩
け
ば
な
ん
て
こ
と
の
な
い
距
離
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。し
か
し
関
東
大
震
災
後
に
こ
れ
ら
の
カ
フ
ェ
は
閉
店
、
移
転
し
、
そ
れ
ま
で
の
カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
を
持
つ
店
は
少
な
く
な
り
、
女
給
の
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
に
す
る
カ
フ
ェ
が
増
加
し
た
。
知
識
人
、
文
化
人
の
サ
ロ
ン
で
あ
っ
プ
ラ
ン
タ
ン
、
文
学
者
の
み
な
ら
ず
文
学
青
年
た
ち
の
議
論
の
場
で
も
あ
っ
た
パ
ウ
リ
ス
タ
な
ど
に
始
ま
っ
た
銀
座
の
カ
フ
ェ
は
、
徐
々
に
大
衆
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
荷
風
が
女
給
の
い
る
カ
フ
ェ
を
描
い
た
「
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
」
を
発
表
す
る
の
は
一
九
三
一
年
で
、
日
本
で
本
格
的
な
カ
フ
ェ
が
生
ま
れ
て
か
ら
二
十
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
荷
風
が
外
遊
中
、
帰
国
後
に
カ
フ
ェ
を
舞
台
と
し
た
作
品
を
書
か
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
文
壇
人
と
の
交
流
を
嫌
い
カ
フ
ェ
へ
行
く
こ
と
を
避
け
て
い
た
こ
と
や
、
帰
国
後
、
江
戸
文
化
に
傾
倒
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
く
（
７
）
こ
と
が
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
荷
風
は
文
壇
人
と
の
交
流
を
嫌
い
カ
フ
ェ
へ
行
く
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
自
身
の
随
筆
「
申
訳
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
カ
ツ
フ
ヱ
ー
プ
ラ
ン
タ
ン
の
創
設
せ
ら
れ
た
当
初
、
僕
は
一
夕
葵
山
井
上
啞
啞
の
二
友
と
共
に
、
有
楽
座
の
女
優
と
新
橋
の
妓
と
を
伴
つ
て
其
の
カ
ツ
フ
ヱ
ー
に
立
寄
つ
た
。
入
口
に
近
い
テ
ー
ブ
ル
に
冒
険
小
説
家
の
春
浪
さ
ん
が
数
人
の
男
と
酒
を
飲
ん
で
ゐ
た
の
を
見
た
が
、
僕
等
は
女
連
れ
で
あ
つ
た
か
ら
、
別
に
挨
拶
も
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ゝ
楼
上
に
上
つ
た
。
僕
等
三
人
は
春
浪
さ
ん
が
ま
だ
早
稲
田
に
学
ん
で
ゐ
た
頃
か
ら
知
合
つ
て
ゐ
た
間
柄
な
の
で
、
挨
拶
を
せ
ず
に
二
階
へ
上
つ
た
こ
と
を
失
礼
だ
と
は
思
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
就
中
僕
は
西
洋
か
ら
帰
つ
て
き
て
ま
だ
間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
あ
つ
た
か
ら
、
女
連
れ
の
あ
る
場
合
、
男
の
友
達
へ
は
挨
拶
を
せ
ぬ
の
が
当
然
だ
と
思
つ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
春
浪
さ
ん
は
僕
ら
の
見
知
ら
ぬ
男
を
引
連
れ
、
づ
か
〳
〵
二
階
へ
上
つ
て
来
て
、
ま
づ
啞
々
さ
ん
に
喧
嘩
を
売
り
始
め
た
。（
中
略
）
女
優
と
藝
者
に
耳
打
ち
し
て
、
さ
り
気
な
く
帽
子
を
取
り
、
逸
早
く
外
へ
逃
げ
出
し
た
。
後
に
な
っ
て
聞
い
て
見
る
と
、
春
浪
さ
ん
は
僕
等
三
人
が
藝
者
を
連
れ
て
茶
亭
に
引
上
げ
た
も
の
と
思
ひ
、
そ
れ
と
推
測
し
た
茶
屋
に
乱
入
し
て
戸
障
子
を
蹴
破
り
女
中
に
手
傷
を
負
は
せ
、（
中
略
）
こ
れ
を
聞
い
て
、
僕
は
春
浪
さ
ん
と
は
断
乎
と
し
て
交
を
絶
つ
た
の
み
な
ら
す
、
カ
ツ
フ
ヱ
ー
プ
ラ
ン
タ
ン
に
も
再
び
出
入
り
し
な
か
つ
た
。
尾
張
町
の
四
辻
に
カ
ツ
フ
ヱ
ー
ラ
イ
オ
ン
の
開
店
し
た
の
も
当
時
の
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
僕
は
プ
ラ
ン
タ
ン
の
遭
難
以
来
銀
座
辺
り
の
酒
肆
に
は
一
切
足
を
踏
み
入
れ
な
い
や
う
に
し
て
ゐ
た
。
右
の
文
中
の
「
葵
山
」
と
は
巌
谷
小
波
門
下
の
文
学
者
で
あ
る
生
田
葵
山
の
こ
と
で
あ
り
、「
日
乗
」
で
も
度
々
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
井
上
啞
々
も
生
田
と
同
様
に
、
巌
谷
小
波
の
木
曜
会
に
参
加
し
て
い
た
― 15 ―
文
学
者
で
あ
り
、
荷
風
の
生
涯
を
通
じ
て
の
（
８
）
親
友
と
も
言
わ
れ
る
。
押
川
春
浪
は
雑
誌
『
武
侠
世
界
』
を
創
刊
し
、
日
清
・
日
露
両
戦
争
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
昂
揚
を
背
景
に
、
大
衆
的
武
侠
英
雄
冒
険
小
説
で
人
気
を
得
た
作
家
で
あ
る
。
自
身
が
中
学
生
の
頃
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
吉
井
勇
は
前
述
の
随
筆
に
お
い
て
、
押
川
の
性
格
に
つ
い
て
「
烈
々
た
る
気
魄
を
蔵
し
て
ゐ
て
、（
中
略
）
向
ふ
つ
気
の
強
さ
が
思
ひ
や
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
き
の
気
性
の
激
し
さ
に
つ
い
て
も
回
想
し
て
い
る
。
荷
風
は
押
川
と
の
こ
の
一
件
を
理
由
に
プ
ラ
ン
タ
ン
に
行
か
な
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
生
田
や
井
上
の
よ
う
な
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
過
ご
す
サ
ロ
ン
と
し
て
の
空
間
に
お
い
て
文
壇
で
の
関
係
性
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
厭
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
荷
風
が
文
壇
人
と
の
交
流
を
嫌
う
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
荷
風
と
同
席
し
て
い
た
生
田
も
「
其
の
頃
の
プ
ラ
ン
タ
ン
」（
三
須
裕
編
『
銀
座
』
資
生
堂
化
粧
品
部
、
一
九
二
一
年
）
に
こ
の
事
件
に
つ
い
て
綴
っ
て
い
る
。
私
と
荷
風
君
が
有
楽
座
の
新
劇
を
見
て
の
帰
途
に
、
偶
然
に
遭
つ
た
女
優
の
一
人
と
プ
ラ
ン
タ
ン
の
御
常
連
の
八
重
次
と
一
所
に
プ
ラ
ン
タ
ン
に
立
ち
寄
る
と
、
其
処
に
春
浪
君
が
阿
武
天
風
君
と
、
其
れ
か
ら
私
等
の
知
ら
な
い
若
い
二
人
と
一
所
に
な
つ
て
居
た
。
押
川
君
の
酔
が
烈
し
い
の
と
、
知
ら
ぬ
人
が
其
の
席
に
交
つ
て
居
る
の
と
、
其
れ
に
此
方
が
女
連
れ
な
の
で
、
其
の
側
を
避
け
て
二
階
へ
と
上
つ
て
往
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
後
で
判
つ
た
が
、
其
れ
が
春
浪
君
に
は
気
に
入
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
漸
次
す
る
と
押
川
君
は
上
つ
て
来
て
、
私
達
の
側
に
座
つ
て
、
盛
に
永
井
君
と
私
を
罵
倒
し
始
め
た
。（
中
略
）
す
る
と
階
下
か
ら
何
と
思
つ
て
か
、
私
達
が
全
く
知
ら
な
い
男
二
人
が
上
つ
て
来
て
私
達
の
席
へ
割
込
む
で
来
た
。
盃
を
呉
れ
と
ば
か
り
に
傍
若
無
人
の
挙
動
を
す
る
の
で
あ
つ
た
。
私
達
が
帰
ら
う
と
す
る
と
、
其
の
若
い
人
は
拳
を
振
上
げ
出
し
た
。
幸
ひ
阿
武
天
風
君
が
ま
だ
酔
つ
て
居
な
か
つ
た
の
で
、
そ
ん
な
人
は
制
せ
ら
れ
て
誰
も
打
た
れ
は
し
な
か
つ
た
が
、
其
の
為
め
荷
風
君
と
春
浪
君
と
は
永
い
間
の
仲
善
い
交
際
が
暫
時
途
絶
え
た
。
右
の
よ
う
に
資
料
を
並
列
す
る
と
、
荷
風
と
生
田
の
描
写
に
は
異
な
る
部
分
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
生
田
の
記
述
に
は
井
上
の
名
前
が
な
く
、
阿
武
天
風
が
押
川
と
同
席
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
騒
ぎ
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
様
子
に
も
ズ
レ
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
件
が
起
き
た
年
は
定
か
で
は
な
い
が
、一
九
一
二
年
九
月
一
五
日
号
の
『
週
刊
サ
ン
デ
ー
』（
臺
華
社
）
に
「
文
士
と
酒
場
」
と
い
う
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
に
も
こ
の
事
件
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
あ
る
カ
フ
エ
ー
で
、
何
づ
れ
は
筆
を
持
つ
人
ら
し
い
連
中
の
一
組
が
盛
ん
に
洋
酒
の
満
を
引
い
て
居
た
と
思
ひ
た
ま
へ
、
一
組
の
誰
も
が
そ
ろ
〳
〵
呂
律
も
恠
し
く
な
り
か
け
た
時
分
に
、
芝
居
の
帰
り
と
も
見
え
る
二
人
の
若
い
紳
士
が
二
人
の
美
形
を
連
れ
て
這
入
つ
て
来
た
、が
、
酔
つ
た
一
組
の
方
を
チ
ラ
と
見
る
と
ソ
ヽ
ク
サ
二
階
へ
昇
つ
て
行
つ
て
マ
マ
し
ま
つ
た
、
／
連
れ
ら
れ
た
二
人
の
美
形
が
巴
家
の
八
重
路
と
女
優
の
小
泉
某
で
あ
る
こ
と
は
一
同
に
直
ぐ
と
分
か
つ
た
が
、
二
人
の
若
い
紳
士
に
就
い
て
は
一
向
知
る
者
が
無
い
、
す
る
と
一
組
の
中
心
に
な
っ
て
ゐ
る
年
長
と
見
え
る
の
が
隣
の
男
に
、「
あ
れ
が
永
井
荷
風
と
生
田
葵
さ
、」
と
告
げ
た
、
隣
の
男
は
其
れ
を
聞
く
と
ヨ
ロ
〳
〵
と
立
ち
上
が
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つ
て
「
あ
な
た
御
存
じ
な
ら
僕
を
紹
介
し
て
呉
れ
ま
せ
ぬ
か
、」
／
「
よ
ろ
し
い
、」
と
話
は
直
ぐ
に
纏
ま
り
、
二
人
は
連
れ
立
つ
て
二
階
へ
昇
つ
て
行
つ
た
／
二
階
は
四
人
の
独
壇
場
、（
中
略
）
二
人
の
男
が
、
無
粋
に
も
昇
つ
て
来
て
「
永
井
君
！
生
田
君
！
僕
の
友
人
を
紹
介
す
る
ッ
」
と
ト
ロ
ン
コ
眼
で
二
人
の
紳
士
を
見
比
べ
な
が
ら
、
一
方
は
も
ど
か
し
が
つ
て
「
永
井
君
！
生
田
君
！
」
と
連
り
に
浴
び
せ
か
け
た
が
、
何
時
ま
で
経
つ
て
も
返
辞
す
ら
し
て
呉
れ
な
い
の
で
、
と
う
〳
〵
二
人
は
真
赤
に
な
つ
て
怒
つ
て
し
ま
つ
た
こ
の
後
に
は
荷
風
ら
四
人
が
プ
ラ
ン
タ
ン
か
ら
逃
げ
出
し
、
荷
風
が
「
申
訳
」
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に
押
川
が
待
合
を
襲
撃
す
る
様
子
が
続
く
。
荷
風
「
申
訳
」、
生
田
「
其
の
頃
の
プ
ラ
ン
タ
ン
」、
右
の
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
で
は
記
述
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
は
野
口
孝
一
『
銀
座
カ
フ
ェ
ー
興
亡
史
』
で
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
食
い
違
い
で
は
な
い
箇
所
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
。
右
の
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
週
刊
誌
が
一
九
一
二
年
九
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
事
件
は
お
お
よ
そ
こ
の
年
に
起
き
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。「
申
訳
」
に
お
い
て
荷
風
は
「
僕
は
春
浪
さ
ん
と
は
断
乎
と
し
て
交
を
絶
つ
た
の
み
な
ら
ず
、
カ
ツ
フ
ヱ
ー
プ
ラ
ン
タ
ン
に
も
再
び
出
入
り
し
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
日
乗
」
で
プ
ラ
ン
タ
ン
の
店
名
が
確
認
で
き
る
の
は
一
九
一
九
年
七
月
一
二
日
が
最
初
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
申
訳
」
か
「
日
乗
」
の
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
両
方
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。「
日
乗
」
が
単
な
る
日
記
と
し
て
で
は
な
く
、
当
時
の
風
俗
や
経
済
を
知
る
た
め
の
歴
史
的
な
資
料
と
し
て
見
ら
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
の
あ
る
日
記
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
随
筆
に
つ
い
て
も
同
様
に
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
生
田
の
随
筆
、
週
刊
誌
の
記
事
で
は
荷
風
が
押
川
と
の
事
件
の
後
、
荷
風
が
プ
ラ
ン
タ
ン
に
通
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
吉
井
勇
は
前
述
の
「
青
春
回
顧
」
に
お
い
て
プ
ラ
ン
タ
ン
に
は
押
川
を
は
じ
め
と
す
る
酒
を
飲
む
「
爛
酔
派
」、
荷
風
や
生
田
を
は
じ
め
と
し
て
静
か
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
「
静
観
派
」
と
二
つ
の
流
派
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
、「
終
ひ
に
は
、
春
浪
君
が
泥
酔
し
て
大
に
暴
れ
廻
つ
て
以
来
、
荷
風
氏
が
先
づ
姿
を
見
せ
な
く
な
り
、
結
局
だ
ん
だ
ん
静
観
派
の
連
中
は
、
足
が
遠
の
く
や
う
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
プ
ラ
ン
タ
ン
の
店
主
は
「『
紫
風
呂
敷
の
荷
風
』
カ
ツ
フ
エ
エ
、
プ
ラ
ン
タ
ン
主
人
の
見
た
る
永
井
荷
風
氏
」（『
荷
風
全
集
』
別
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
こ
の
事
件
の
こ
と
に
つ
い
て
「（
引
用
者
注：
荷
風
が
）
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
押
川
さ
ん
と
の
事
件
が
あ
つ
て
か
ら
だ
。
余
程
不
快
に
思
は
れ
た
ら
し
い
。」
と
述
べ
て
お
り
、「
申
訳
」
以
外
に
も
荷
風
が
押
川
と
の
事
件
以
来
プ
ラ
ン
タ
ン
に
立
ち
入
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
荷
風
が
「
申
訳
」
で
「
カ
ツ
フ
ヱ
ー
プ
ラ
ン
タ
ン
に
も
再
び
出
入
り
し
な
か
つ
た
」
と
荷
風
が
述
べ
て
い
る
の
は
お
お
よ
そ
事
実
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
し
か
し
「
日
乗
」
の
一
九
一
九
年
七
月
一
二
日
の
「
夜
銀
座
通
草
市
に
て
花
月
楼
主
人
に
逢
ひ
ぷ
ら
ん
た
ん
亭
に
小
酌
す
。」
と
い
う
記
録
が
完
全
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
。「
花
月
楼
主
人
」
と
は
松
山
省
三
と
と
も
に
プ
ラ
ン
タ
ン
を
立
ち
上
げ
た
平
岡
権
八
郎
で
あ
り
、
彼
は
料
亭
花
月
の
三
代
目
で
あ
っ
た
。
彼
は
荷
風
と
は
清
元
仲
間
で
あ
り
、
交
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流
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
一
九
一
九
年
に
プ
ラ
ン
タ
ン
に
行
っ
た
と
い
う
の
は
付
き
合
い
の
た
め
に
仕
方
が
な
く
、
自
発
的
に
店
に
立
ち
寄
っ
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、「
申
訳
」
で
は
「
カ
ツ
フ
ヱ
ー
プ
ラ
ン
タ
ン
に
も
再
び
出
入
り
し
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
荷
風
の
日
記
や
随
筆
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
自
身
が
文
壇
と
の
交
流
を
嫌
う
理
由
を
自
己
弁
護
的
に
綴
る
こ
と
で
読
者
ら
が
も
つ
「
荷
風
イ
メ
ー
ジ
」
を
セ
ル
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
三
、
喫
茶
店
「
き
ゅ
う
ぺ
る
」
と
荷
風
前
述
し
た
と
お
り
、「
日
乗
」
を
カ
フ
ェ
や
喫
茶
店
の
訪
問
の
記
録
を
中
心
に
見
て
い
く
と
、
荷
風
が
銀
座
の
「
き
ゅ
う
ぺ
る
」
と
い
う
喫
茶
店
に
好
ん
で
通
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
通
っ
た
期
間
は
、
一
九
三
三
―
一
九
三
六
年
の
四
年
間
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
店
に
比
べ
訪
問
頻
度
が
高
く
、
期
間
も
長
い
。
き
ゅ
う
ぺ
る
に
つ
い
て
は
、前
述
の
野
口
孝
一
『
銀
座
カ
フ
ェ
ー
興
亡
史
』
に
詳
し
い
。
き
ゅ
う
ぺ
る
は
、
農
商
務
省
の
試
験
場
で
貴
金
属
の
研
究
試
験
に
従
事
す
る
傍
ら
、
口
演
童
話
作
家
を
し
て
い
た
道
明
真
治
郎
が
一
九
三
二
年
四
月
、
銀
座
八
丁
目
金
春
新
道
に
開
店
し
た
。
レ
コ
ー
ド
を
か
け
、
女
給
が
接
客
す
る
カ
フ
ェ
が
流
行
し
て
い
た
銀
座
で
、「
煩
雑
な
用
務
か
ら
頭
を
休
め
る
〝
街
の
応
接
間
〞
」
と
し
て
営
業
し
て
い
た
。
き
ゅ
う
ぺ
る
は
、現
住
所
の
東
京
都
中
央
区
銀
座
八
丁
目
七
―
八
に
あ
り
、
現
在
は
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
８
と
い
う
ビ
ル
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
ビ
ル
の
管
理
を
し
て
い
る
不
動
産
会
社
の
担
当
者
の
方
に
取
材
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
五
年
以
前
ま
で
建
っ
て
い
た
ビ
ル
名
は
「
き
ゅ
う
ぺ
る
ビ
ル
」
で
あ
り
、
そ
の
オ
ー
ナ
ー
は
「
道
明
」
と
い
う
姓
の
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
「
き
ゅ
う
ぺ
る
ビ
ル
」
は
築
五
〇
年
以
上
が
経
ち
、
そ
れ
以
前
に
二
度
建
て
替
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。一
九
四
五
年
一
月
二
七
日
の
有
楽
町
、銀
座
地
区
の
空
襲
、い
わ
ゆ
る
「
銀
座
空
襲
」
で
は
京
橋
や
茅
場
町
を
中
心
に
被
害
を
受
け
た
が
、
き
ゅ
う
ぺ
る
が
あ
っ
た
銀
座
八
丁
目
は
そ
の
被
害
を
免
（
９
）
れ
た
。
そ
し
て
一
九
五
一
年
出
版
の
岩
動
景
爾
『
東
京
風
物
名
物
誌
』（
東
京
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
）
の
銀
座
八
丁
目
の
地
図
を
見
る
と
そ
の
店
名
が
残
っ
て
お
り
、
戦
後
も
営
業
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
き
ゅ
う
ぺ
る
は
荷
風
の
大
正
初
め
の
新
橋
花
柳
界
を
舞
台
「
腕
く
ら
べ
」
に
も
登
場
す
る
金
春
通
り
に
あ
っ
た
。
金
春
通
り
は
江
戸
時
代
こ
の
界
隈
に
金
春
流
の
能
役
者
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
現
在
こ
の
通
り
に
は
飲
食
店
の
入
っ
た
雑
居
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
る
が
、
一
八
六
三
年
に
開
業
し
た
金
春
湯
と
い
う
銭
湯
が
あ
り
、
現
在
も
営
業
し
て
い
る
。
荷
風
の
自
宅
で
あ
る
偏
奇
館
（
現
在
の
東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
―
一
）
は
き
ゅ
う
ぺ
る
か
ら
約
二
・
五
キ
ロ
の
場
所
に
位
置
し
て
い
る
。「
日
乗
」
で
は
銀
座
へ
出
か
け
た
帰
り
道
に
き
ゅ
う
ぺ
る
に
立
ち
寄
る
と
い
う
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
荷
風
は
地
下
鉄
や
円
タ
ク
を
利
用
し
た
場
合
に
は
そ
の
旨
を
記
録
し
て
い
る
。
自
宅
か
ら
銀
座
へ
の
移
動
に
つ
い
て
そ
の
記
録
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
徒
歩
で
移
動
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
し
か
し
「
日
乗
」
で
は
荷
風
の
作
品
で
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
歩
行
、
移
動
す
る
身
体
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、
自
宅
か
ら
銀
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座
ま
で
の
詳
し
い
経
路
や
そ
の
道
途
で
見
て
い
た
も
の
も
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
こ
の
点
は
「
日
乗
」
の
空
所
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
こ
の
章
で
は
荷
風
の
銀
座
ま
で
の
道
程
、
ま
た
「
日
乗
」
と
関
連
資
料
か
ら
荷
風
が
き
ゅ
う
ぺ
る
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
た
の
か
、
荷
風
に
と
っ
て
き
ゅ
う
ぺ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
空
間
で
あ
っ
た
の
か
を
「
日
乗
」
や
そ
の
周
辺
資
料
か
ら
検
討
し
、
当
時
の
様
子
を
再
現
し
た
い
。
は
じ
め
に
荷
風
が
自
宅
か
ら
銀
座
へ
向
か
う
際
、
ど
の
よ
う
な
道
程
を
た
ど
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
荷
風
当
時
の
地
図
か
ら
現
在
で
も
残
っ
て
い
る
通
り
を
確
認
し
、
想
定
し
う
る
経
路
を
提
示
し
て
み
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
偏
奇
館
は
港
区
六
本
木
、
当
時
は
麻
布
区
市
兵
衛
町
一
丁
目
六
番
地
に
あ
り
、
現
在
は
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー
の
裏
手
に
「
港
区
指
定
文
化
財
（
旧
跡
）
永
井
荷
風
旧
居
『
偏
奇
館
』
跡
」
と
し
て
碑
が
置
か
れ
て
い
る
。
現
在
こ
の
周
辺
に
は
ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
駐
日
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
、
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
王
国
大
使
館
な
ど
多
く
の
公
的
機
関
の
関
係
施
設
が
あ
り
、
こ
の
一
帯
は
閑
静
な
印
象
で
あ
る
。
荷
風
が
居
住
し
て
い
た
当
時
の
資
料
写
真
か
ら
は
偏
奇
館
が
眺
望
の
良
い
崖
上
に
建
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
着
工
の
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
っ
て
こ
の
場
所
の
斜
面
は
削
ら
れ
、
旧
観
を
残
し
て
い
な
い
。
実
際
に
偏
奇
館
跡
周
辺
を
歩
い
て
み
る
と
市
街
地
再
開
発
の
後
も
な
お
、
古
く
か
ら
の
坂
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
偏
奇
館
か
ら
南
東
に
は
幕
府
御
先
手
組
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
「
御
組
坂
」
と
い
う
坂
が
あ
り
、
こ
の
坂
を
抜
け
る
と
駐
日
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
が
面
す
る
通
り
に
出
る
。
こ
の
通
り
を
北
東
へ
歩
い
て
い
く
と
、
右
手
に
T
he
O
kura
T
okyo
、
左
手
に
は
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
あ
る
「
霊
南
坂
」
に
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直
結
す
る
。
こ
の
坂
を
下
り
、
右
折
し
た
と
こ
ろ
に
「
汐
見
坂
」
が
あ
り
、
こ
の
坂
を
下
る
と
現
在
の
国
道
一
号
線
「
桜
田
通
り
」
に
突
き
当
た
る
。
こ
の
通
り
を
北
に
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
歩
く
と
、
外
堀
通
り
と
交
わ
っ
た
虎
ノ
門
交
差
点
へ
と
出
る
。
虎
ノ
門
交
差
点
を
右
折
、
外
堀
通
り
を
南
東
へ
歩
き
、
新
橋
駅
を
抜
け
、
土
橋
交
差
点
か
ら
御
門
通
り
へ
入
る
。
交
差
点
か
ら
見
て
四
つ
目
が
金
春
通
り
で
あ
る
。
上
段
の
地
図
は
右
の
経
路
を
当
時
の
地
図
に
書
入
れ
、
荷
風
の
偏
奇
館
か
ら
き
ゅ
う
ぺ
る
ま
で
の
道
の
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
経
路
は
当
時
ど
の
よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
虎
ノ
門
交
差
点
付
近
に
は
江
戸
城
の
裏
鬼
門
に
あ
た
り
、
一
六
九
七
年
に
は
虎
ノ
門
金
刀
比
羅
宮
が
置
か
れ
た
。
荷
風
の
当
時
も
こ
の
一
帯
は
琴
平
町
と
い
う
町
名
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
金
刀
比
羅
宮
が
住
民
に
親
し
ま
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
虎
ノ
門
二
丁
目
の
交
差
点
付
近
に
は
乃
木
希
典
が
一
八
七
九
年
ま
で
居
住
し
て
い
た
邸
宅
跡
が
あ
り
、
現
在
で
は
そ
の
こ
と
を
示
す
碑
が
置
か
れ
て
（
１０
）
い
る
。
ま
た
現
在
で
は
文
部
科
学
省
が
あ
る
虎
ノ
門
交
差
点
付
近
に
は
、
明
治
初
期
ま
で
江
戸
城
の
外
堀
が
存
在
し
て
い
た
。
荷
風
が
歩
い
て
い
た
当
時
で
は
、
外
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
久
し
く
、
路
面
電
車
が
外
堀
通
り
を
走
っ
て
い
た
こ
と
が
資
料
か
ら
わ
（
１１
）
か
る
。
こ
こ
で
「
日
乗
」
の
記
録
に
立
ち
返
る
。
荷
風
が
初
め
て
き
ゅ
う
ぺ
る
を
利
用
し
た
の
は
一
九
三
三
年
一
月
三
一
日
「
旧
金
春
通
の
喫
茶
店
キ
ユ
ペ
ル
に
憩
ふ
。
此
辺
も
と
は
妓
家
の
み
に
て
他
の
商
売
を
な
す
も
の
は
湯
屋
車
屋
く
ら
い
な
り
し
が
、今
は
カ
ツ
フ
ヱ
ー
お
で
ん
屋
喫
茶
店
の
如
き
も
の
多
く
、
妓
家
は
却
て
稀
に
な
り
ぬ
。」
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
湯
屋
」
が
前
述
し
た
金
春
湯
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
録
の
後
、
四
月
二
回
、
五
月
二
回
、
六
月
七
回
、
七
月
三
回
、
八
月
七
回
、
九
月
六
回
、
一
〇
月
二
三
回
、
一
一
月
二
三
回
、
一
二
月
一
九
回
と
か
な
り
の
頻
度
で
通
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
年
で
は
一
月
二
五
回
、
二
月
一
六
回
、
三
月
一
二
回
、
四
月
（
１２
）
一
回
と
き
ゅ
う
ぺ
る
に
通
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
四
月
二
六
日
を
最
後
に
こ
の
年
は
き
ゅ
う
ぺ
る
へ
行
か
な
く
な
る
。
荷
風
が
再
び
き
ゅ
う
ぺ
る
へ
行
く
の
は
一
九
三
五
年
三
月
一
五
日
か
ら
で
、
野
口
前
掲
書
で
は
「
き
ゅ
う
ぺ
る
通
い
が
復
活
す
る
の
は
昭
和
十
年
三
月
八
日
か
ら
で
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
日
の
記
録
に
は
「
喫
茶
店
き
ゆ
ぺ
る
を
過
ぎ
て
か
へ
る
」
と
あ
り
、
店
に
は
立
ち
寄
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
荷
風
が
銀
座
で
食
事
や
買
い
物
を
後
に
き
ゅ
う
ぺ
る
で
休
憩
を
し
て
帰
宅
し
た
り
、
店
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
帰
宅
す
る
と
い
う
の
は
他
の
日
の
記
録
に
も
見
ら
れ
、
銀
座
か
ら
自
宅
へ
の
帰
宅
の
ル
ー
ト
と
し
て
金
春
通
り
を
通
り
抜
け
た
り
、
時
に
は
店
を
覗
い
た
り
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
一
九
三
五
年
に
な
る
と
、そ
れ
ま
で
の
頻
度
で
は
な
い
が
三
月
回
、
四
月
六
回
、
五
月
一
一
回
、
六
月
七
回
、
七
月
三
回
、
八
月
五
回
、
九
月
六
回
、
一
〇
月
一
二
回
、
一
一
月
三
回
、
一
二
月
五
回
と
定
期
的
に
通
っ
て
い
た
こ
と
わ
か
る
。
翌
年
は
、
一
月
六
回
、
二
月
六
回
、
三
月
八
回
、
四
月
三
回
、
五
月
六
回
、
六
月
二
回
、
七
月
四
回
、
八
月
、
九
月
無
し
、
十
月
三
回
、
十
一
月
四
回
、
十
二
月
二
回
で
あ
っ
た
。
銀
座
へ
出
か
け
、
休
憩
を
す
る
た
め
き
ゅ
う
ぺ
る
に
立
ち
寄
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
く
見
ら
れ
た
。
し
か
し
荷
風
が
き
ゅ
う
ぺ
る
に
立
ち
寄
る
の
は
静
か
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
た
め
だ
け
で
は
な
い
。「
晩
䨋
の
後
き
ゅ
う
ぺ
る
喫
茶
店
に
徃
き
、
諸
子
と
笑
語
例
の
ご
と
し
。」「
喫
茶
店
き
ゅ
う
ぺ
る
に
至
り
い
つ
も
の
諸
子
と
語
る
。」
と
い
う
よ
う
な
記
録
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、「
い
つ
も
の
諸
子
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
と
の
談
笑
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
が
わ
か
る
。
で
は
「
い
つ
も
の
諸
子
」
に
は
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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当
時
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
と
し
て
出
版
さ
れ
た
白
木
正
光
『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る
記
』（
丸
ノ
内
出
版
社
、
一
九
三
三
年
）
に
お
い
て
き
ゅ
う
ぺ
る
は
「
文
壇
、
劇
壇
人
等
の
集
合
場
所
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の
広
瀬
千
香
『
私
の
荷
風
記
』
で
は
荷
風
を
取
り
巻
く
「
い
つ
も
の
諸
子
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
広
瀬
が
挙
げ
て
い
る
人
物
に
注
釈
を
加
え
な
が
ら
こ
こ
に
書
き
連
ね
て
み
た
い
。歯
科
医
師
の
酒
泉
。
荷
風
と
親
交
の
あ
っ
た
劇
評
家
、
劇
作
家
、
小
説
家
岡
鬼
太
郎
の
弟
子
で
あ
る
竹
下
英
一
。
当
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
記
者
、
フ
ラ
ン
ス
語
翻
訳
家
と
し
て
活
躍
し
た
高
橋
邦
太
郎
。
六
本
木
の
鰻
屋
大
和
田
主
人
の
味
沢
貞
次
郎
。
小
山
内
薫
、
土
方
与
志
ら
が
設
立
し
た
築
地
小
劇
場
関
係
者
で
あ
る
萬
本
。
日
劇
関
係
の
安
東
。
某
電
機
会
社
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
歌
川
。
銀
座
並
木
通
り
の
経
師
屋
の
阿
部
。
松
竹
の
関
係
者
で
戦
後
東
京
劇
場
の
支
配
人
に
な
っ
た
斎
藤
。
後
に
八
代
三
津
五
郎
を
襲
名
し
た
役
者
の
蓑
助
。
三
代
目
市
川
段
四
郎
。
女
優
の
東
山
千
栄
子
。
こ
の
よ
う
に
き
ゅ
う
ぺ
る
に
集
ま
る
「
い
つ
も
の
諸
子
」
と
は
、
歯
科
医
師
、
劇
壇
、
俳
優
、
料
理
人
、
職
人
と
様
々
な
分
野
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
広
瀬
は
「
こ
れ
ら
一
聯
の
人
々
は
、
表
通
り
を
ぶ
ら
つ
く
事
は
稀
で
、
大
抵
は
茶
房
の
椅
子
に
く
す
ぶ
っ
て
ゐ
る
。
時
間
潰
し
の
雑
談
は
、
盛
り
上
が
っ
た
り
低
迷
し
た
り
で
あ
っ
た
が
、
中
心
は
荷
風
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
」
と
荷
風
た
ち
の
き
ゅ
う
ぺ
る
で
の
様
子
を
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
高
橋
邦
太
郎
は
自
身
の
随
筆
「
荷
風
先
生
と
ぼ
く
た
ち
」（『
荷
風
全
集
』
第
二
十
二
巻
月
報
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）
に
お
い
て
、
右
と
同
じ
よ
う
な
人
々
の
名
前
を
列
挙
し
、
き
ゅ
う
ぺ
る
で
荷
風
を
囲
ん
だ
頃
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
荷
風
先
生
を
囲
ん
で
、
雑
談
に
耽
っ
て
い
た
。
／
（
略
）
高
尚
な
議
論
で
は
な
い
の
は
当
然
で
、
い
わ
ば
、
た
だ
、
世
間
話
を
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
誰
を
招
く
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
誰
が
特
別
に
先
生
の
 
お
気
に
入
り

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。（
略
）
先
生
が
、
ふ
ら
り
と
夕
方
姿
を
現
わ
さ
れ
て
、
ぼ
く
ら
の
間
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る
。
そ
の
時
刻
ま
で
先
生
が
何
を
為
て
こ
ら
れ
た
か
と
か
、
そ
れ
か
ら
先
ど
こ
へ
ゆ
か
れ
る
か
な
ど
、
一
切
、
伺
い
も
し
な
い
し
、
ま
た
先
生
か
ら
言
い
出
さ
な
い
限
り
先
生
か
ら
も
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
言
で
い
え
ば
、
何
事
に
ま
れ
先
生
の
身
辺
の
身
辺
に
つ
い
て
は
、
大
勢
の
前
で
は
聞
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
／
と
も
か
く
、
先
生
は
、
黙
っ
て
、
ぼ
く
た
ち
の
雑
談
を
し
ず
か
に
聴
い
て
お
ら
れ
る
。
職
業
が
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
の
で
話
題
は
、
ま
こ
と
に
種
々
雑
多
で
あ
る
。
／
時
に
は
先
生
も
ご
意
見
を
の
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
む
か
し
話
、
人
に
つ
い
て
の
思
い
出
を
話
し
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
タ
ン
で
は
「
静
観
派
」
と
し
て
見
ら
れ
、文
壇
と
の
交
流
を
避
け
、
静
か
な
空
間
を
好
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
荷
風
で
あ
る
が
右
の
回
想
で
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
相
異
な
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
従
来
の
荷
風
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
日
乗
」
や
荷
風
の
作
品
の
中
か
ら
生
じ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
日
乗
」
で
は
「
四
鄰
の
ラ
ヂ
オ
我
に
囂
然
た
り
」
と
ラ
ジ
オ
の
音
に
苛
立
ち
、
音
が
聞
こ
え
て
こ
な
い
と
き
に
は
「
四
鄰
ラ
ヂ
オ
の
音
な
く
静
閑
喜
ぶ
べ
し
」
と
い
う
記
録
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
自
身
の
作
品
「
深
川
の
唄
」
で
は
電
車
に
乗
っ
た
主
人
公
が
耳
に
す
る
様
々
な
騒
音
を
「
頭
痛
の
す
る
ほ
ど
騒
さ
わ
が
し
い
」
と
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
騒
音
の
中
に
も
「
下
町
の
優
し
い
女
の
話
声
」
や
丸
髷
の
美
人
の
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「
あ
ざ
や
か
な
発
音
」
の
話
し
声
に
耳
を
傾
け
、
安
堵
を
覚
え
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
き
ゅ
う
ぺ
る
に
集
ま
る
二
〇
―
三
〇
代
の
青
年
た
ち
の
中
で
三
〇
歳
以
上
年
の
離
れ
た
荷
風
が
彼
ら
の
雑
談
を
静
聴
す
る
様
子
は
、「
深
川
の
唄
」
で
騒
音
の
中
に
も
安
堵
を
覚
え
る
よ
う
な
話
し
声
を
聴
い
た
よ
う
に
、
銀
座
の
街
中
に
溢
れ
る
騒
音
か
ら
逃
れ
、
落
ち
着
け
る
空
間
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
ま
た
「
日
乗
」
の
記
録
に
は
「
喫
茶
店
き
ゆ
う
ぺ
る
の
門
口
を
の
ぞ
き
見
た
れ
ど
、
い
つ
も
の
諸
子
在
ら
ざ
る
を
以
て
直
に
家
に
帰
る
。」「
茶
店
久
辺
留
に
立
寄
り
し
が
、
千
香
女
史
来
る
の
み
な
れ
ば
十
時
頃
出
で
ゝ
か
へ
る
。」
と
あ
り
、
荷
風
は
「
い
つ
も
の
諸
子
」
が
き
ゅ
う
ぺ
る
に
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
長
居
を
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
立
ち
寄
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
仲
間
た
ち
と
き
ゅ
う
ぺ
る
で
過
ご
す
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
荷
風
は
「
い
つ
も
の
諸
子
」
と
歓
談
を
楽
し
む
以
外
に
も
目
的
を
も
っ
て
き
ゅ
う
ぺ
る
を
利
用
し
て
い
た
。「
夜
き
ゅ
う
ぺ
る
に
て
京
屋
の
児
玉
氏
よ
り
金
参
百
八
拾
参
円
四
銭
小
切
手
受
納
。」「
夜
銀
座
き
ゅ
う
ぺ
る
に
徃
く
。
千
香
女
史
余
が
小
説
す
み
だ
川
掲
載
の
雑
誌
新
小
説
明
治
四
十
二
年
十
二
月
号
を
貸
与
せ
ら
る
。」
と
い
う
記
述
か
ら
は
き
ゅ
う
ぺ
る
で
仕
事
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
応
接
間
の
よ
う
な
空
間
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
き
ゅ
う
ぺ
る
の
店
主
で
あ
る
道
明
真
治
郎
は
「
銀
座
裏
一
夕
話
」（『
荷
風
全
集
』
別
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
で
「
先
生
は
玉
の
井
か
ら
帰
ら
れ
る
と
忘
れ
な
い
う
ち
に
と
、
よ
く
玉
の
井
の
地
図
を
こ
ま
ご
ま
と
半
紙
に
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
わ
た
し
も
そ
の
下
書
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」
と
荷
風
が
き
ゅ
う
ぺ
る
で
作
業
を
す
る
様
子
を
回
想
し
て
い
る
。
荷
風
が
仕
事
の
や
り
取
り
を
す
る
「
応
接
間
」
と
し
て
だ
け
で
な
く
、書
き
物
を
す
る
「
書
斎
」
と
し
て
も
き
ゅ
う
ぺ
る
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
様
子
は
当
時
に
流
行
し
て
い
た
レ
コ
ー
ド
を
流
し
、
女
給
の
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
に
し
た
カ
フ
ェ
の
空
間
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
荷
風
に
会
う
べ
く
き
ゅ
う
ぺ
る
を
訪
れ
る
人
々
も
（
１３
）
多
く
、
荷
風
が
き
ゅ
う
ぺ
る
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。
し
か
し
荷
風
は
一
九
三
六
年
一
二
月
を
最
後
に
き
ゅ
う
ぺ
る
に
通
わ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
一
度
き
ゅ
う
ぺ
る
に
通
わ
な
く
な
っ
た
後
、
き
ゅ
う
ぺ
る
通
い
を
再
開
さ
せ
た
一
九
三
五
年
か
ら
翌
年
の
記
録
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
銀
座
に
赴
き
銀
座
食
堂
に
夕
餉
を
食
し
、
茶
店
久
辺
留
に
立
ち
寄
り
し
が
、
今
宵
は
慶
応
義
塾
野
球
勝
負
の
後
に
て
泥
酔
せ
る
学
生
の
出
入
り
多
け
れ
ば
一
茶
し
て
後
家
に
か
へ
る
」「
久
辺
留
の
店
口
を
過
ぎ
り
し
が
知
る
人
な
く
、
酔
漢
の
み
多
き
を
以
て
直
に
去
る
。」
と
い
う
よ
う
な
記
録
が
多
く
な
り
、
銀
座
の
夜
道
に
は
酔
っ
払
い
が
多
く
な
る
と
同
時
に
荷
風
の
足
が
き
ゅ
う
ぺ
る
か
ら
遠
の
い
て
い
く
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
「
正
月
初
二
日
。（
略
）
帰
途
空
庵
子
と
久
辺
留
に
立
寄
り
見
る
に
酔
漢
多
く
、
其
中
に
海
軍
士
官
一
名
水
兵
一
人
泥
酔
す
る
を
見
た
れ
ば
、
直
に
立
去
り
汁
粉
屋
梅
林
に
少
憩
し
て
家
に
か
へ
る
。」
と
い
う
一
九
三
七
年
一
月
の
記
録
を
最
後
に
「
日
乗
」
に
き
ゅ
う
ぺ
る
の
店
名
が
「
日
乗
」
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
。
き
ゅ
う
ぺ
る
の
道
明
は
客
へ
の
挨
拶
状
に
、
き
ゅ
う
ぺ
る
は
街
の
中
に
延
長
さ
れ
た
家
庭
生
活
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
学
生
も
婦
人
も
気
軽
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
の
旨
を
し
た
た
め
て
い
た
（
１４
）
こ
と
や
、
き
ゅ
う
ぺ
る
が
学
生
の
喫
茶
店
出
入
禁
止
の
取
り
締
（
１５
）
ま
り
の
対
象
店
舗
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
酒
に
酔
っ
た
学
生
の
出
入
り
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
は
右
の
「
正
月
初
二
日
」
の
記
録
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
き
ゅ
う
ぺ
る
は
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荷
風
の
嫌
う
軍
人
ま
で
も
が
出
入
り
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
た
。
荷
風
の
好
ん
だ
き
ゅ
う
ぺ
る
の
空
間
は
失
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
客
と
同
席
す
る
こ
と
避
け
た
荷
風
は
、
き
ゅ
う
ぺ
る
へ
と
足
を
運
ば
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
四
、
お
わ
り
に
押
川
春
浪
と
の
事
件
以
後
、
銀
座
の
カ
フ
ェ
に
立
ち
寄
る
こ
と
を
避
け
た
荷
風
は
「
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
」
を
書
き
終
え
た
頃
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ン
の
よ
う
に
知
識
人
、
文
化
人
の
集
ま
る
き
ゅ
う
ぺ
る
へ
通
い
出
す
。
し
か
し
き
ゅ
う
ぺ
る
が
プ
ラ
ン
タ
ン
と
異
な
る
の
は
荷
風
の
周
囲
に
文
壇
人
が
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
荷
風
を
取
り
巻
く
「
い
つ
も
の
諸
子
」
の
ほ
と
ん
ど
が
荷
風
と
二
〇
歳
近
く
歳
の
離
れ
た
若
い
人
々
で
あ
っ
た
。
荷
風
は
そ
の
中
で
、
彼
ら
の
雑
談
に
耳
を
傾
け
、
時
に
自
分
自
身
も
語
ら
っ
た
。
ま
た
仕
事
の
や
り
取
り
や
、
書
き
物
も
き
ゅ
う
ぺ
る
で
行
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
は
、
荷
風
に
と
っ
て
き
ゅ
う
ぺ
る
は
「
応
接
間
」「
書
斎
」
と
し
て
の
空
間
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
日
乗
」
の
中
で
き
ゅ
う
ぺ
る
が
「
カ
フ
ェ
」
と
書
か
れ
な
い
の
は
、
銀
座
の
街
の
中
に
あ
り
な
が
ら
自
宅
の
延
長
で
あ
る
か
の
よ
う
な
空
間
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
注
（
１
）
資
生
堂
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
炭
酸
飲
料
な
ど
を
提
供
す
る
ソ
ー
ダ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
が
設
置
さ
れ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
合
わ
せ
て
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
ソ
ー
ダ
水
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
製
造
し
、
売
り
出
し
て
い
た
。
（
２
）
台
湾
式
の
喫
茶
店
で
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
な
ど
の
中
国
茶
を
提
供
す
る
喫
茶
店
で
あ
っ
た
。
開
店
当
初
は
華
族
や
代
議
士
、
学
者
が
主
な
客
層
で
あ
っ
た
。
（
３
）
長
谷
川
泰
三
『
日
本
で
最
初
の
喫
茶
店
「
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
父
」
が
は
じ
め
た
―
カ
フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
物
語
』
文
園
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
四
八
―
一
五
一
頁
、
参
照
。
（
４
）
久
保
田
万
太
郎
「
三
田
文
学
⑶
」、『
久
保
田
万
太
郎
全
集
』
第
十
二
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
、
一
〇
四
頁
、
参
照
。
（
５
）
同
右
、
参
照
。
（
６
）
同
右
書
、
一
〇
六
頁
、
参
照
。
（
７
）
林
信
蔵
「
日
本
の
西
欧
化
、
カ
フ
ェ
の
日
本
化
―
永
井
荷
風
の
文
芸
表
象
を
中
心
と
し
て
―
」、『
比
較
文
化
研
究
』
日
本
比
較
文
化
学
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
三
四
頁
、
参
照
。
（
８
）
松
田
良
一
「
井
上
啞
々
と
永
井
荷
風
」、『
椙
山
女
子
学
園
大
学
研
究
論
集
』
第
十
八
号
、
椙
山
学
園
大
学
研
究
論
集
編
集
委
員
会
、
一
九
八
七
年
、
五
三
頁
、
参
照
。
（
９
）
『
コ
ン
サ
イ
ス
東
京
都
３５
区
区
分
地
図
帖
戦
災
焼
失
区
域
表
示
』
日
本
地
図
株
式
会
社
、
一
九
四
六
年
（
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
、
一
九
八
五
年
、
復
刻
）、
参
照
。
（
１０
）
現
在
虎
ノ
門
二
丁
目
付
近
は
「
虎
ノ
門
二
丁
目
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
」
の
一
環
で
あ
る
地
下
鉄
日
比
谷
線
虎
ノ
門
新
駅
（
仮
称
）
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
乃
木
希
典
旧
居
跡
の
碑
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
１１
）
師
岡
宏
次
『
東
京
モ
ダ
ン
１
９
３
０
〜
１
９
４
０
師
岡
宏
次
写
真
集
』
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、
一
九
八
一
年
、
七
四
頁
、
参
照
。
（
１２
）
野
口
前
掲
書
で
一
九
三
三
、
一
九
三
四
年
の
荷
風
の
き
ゅ
う
ぺ
る
の
訪
問
回
数
が
月
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
集
計
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
集
計
し
直
し
訂
正
す
る
。
野
口
氏
は
荷
風
が
店
に
立
ち
寄
っ
た
記
録
以
外
で
も
店
名
が
書
か
れ
た
箇
所
も
数
に
入
れ
て
い
る
た
め
、
集
計
結
果
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に
誤
り
が
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１３
）
「
キ
ユ
ペ
ル
に
立
寄
り
し
に
谷
崎
潤
一
郎
氏
来
た
り
て
余
を
待
ち
居
た
り
し
が
一
足
ち
が
ひ
に
て
帰
ら
れ
し
と
云
う
。」「
帰
途
き
ゆ
う
ぺ
る
に
至
る
。
邦
枝
大
島
隆
一
の
二
子
余
の
来
る
の
を
俟
ち
し
が
先
に
去
れ
り
と
云
う
。」「
昨
夜
ま
た
も
や
勧
誘
員
を
銀
座
金
春
新
道
喫
茶
店
き
ゆ
う
ぺ
る
に
派
遣
し
、
演
藝
会
の
切
符
を
売
付
け
む
と
、
余
の
来
る
を
待
ち
ゐ
た
り
し
由
。
右
茶
店
よ
り
通
知
の
電
話
あ
り
。」
と
い
う
よ
う
に
「
日
乗
」
に
は
右
の
よ
う
な
記
録
が
み
ら
れ
、
荷
風
が
き
ゅ
う
ぺ
る
を
よ
く
利
用
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
１４
）
野
口
前
掲
書
、
一
九
二
頁
、
参
照
。
道
明
真
治
郎
の
挨
拶
状
は
個
人
蔵
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
論
考
で
は
野
口
氏
の
資
料
の
内
容
を
参
照
し
た
。
（
１５
）
春
峰
生
「
現
代
学
生
の
飲
酒
問
題
」（『
日
本
醸
造
協
会
雑
誌
』
日
本
醸
造
協
会
、
一
九
三
四
年
、
二
九
巻
）
で
は
学
生
の
カ
フ
ェ
へ
の
出
入
り
禁
止
に
つ
い
て
、「
警
視
庁
が
、
そ
の
管
下
の
全
学
生
に
対
し
て
、
酒
場
、
カ
フ
ェ
ー
等
に
出
入
す
る
こ
と
を
厳
に
禁
止
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、（
中
略
）
現
時
、
都
市
に
酒
場
カ
フ
エ
ー
の
数
が
急
に
激
増
し
、
そ
れ
と
連
関
し
て
、
学
生
の
そ
れ
に
出
入
耽
溺
す
る
も
の
益
〻
多
く
、（
中
略
）
そ
の
社
会
に
及
ぼ
す
害
を
現
在
並
び
に
将
来
に
及
ぼ
す
こ
と
計
り
知
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
奈
何
ん
せ
ん
や
だ
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
付
記
本
稿
の
「
断
腸
亭
日
乗
」「
申
訳
」
の
引
用
は
す
べ
て
『
荷
風
全
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
―
一
九
九
四
年
に
よ
る
。
ま
た
改
行
を
示
す
／
は
大
村
に
よ
る
。
本
文
中
に
掲
載
し
た
地
図
は
東
京
都
公
文
書
館
の
許
可
を
得
た
上
で
、
東
京
郵
便
電
信
局
作
「
明
治
三
十
年
十
一
月
調
査
東
京
市
京
橋
區
全
圖
」「
明
治
二
十
九
年
十
二
月
調
査
東
京
市
芝
區
全
圖
」（
東
京
都
公
文
書
館
、
一
九
七
一
年
）、「
明
治
二
十
九
年
一
月
調
査
東
京
市
麻
布
區
全
圖
」（
東
京
都
公
文
書
館
、一
九
七
二
年
）
を
加
工
及
び
書
入
れ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
き
ゅ
う
ぺ
る
ビ
ル
」
に
つ
い
て
取
材
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
株
式
会
社
新
和
不
動
産
野
村
一
郎
氏
、
カ
フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
に
関
す
る
文
献
の
情
報
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
『
カ
フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
物
語
』
の
著
者
長
谷
川
泰
三
氏
の
お
力
添
え
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
（
お
お
む
ら
な
え
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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